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特
　集

人
と
の
出
会
い
・
交
流
・

　
　
　
　
　賑
わ
い
の
拠
点



特
　集

竹
原
の
財
産
で
あ
る

こ
の
場
所
を
地
元
の

手
で
新
し
く
つ
く
っ

て
い
き
た
い

Q　

 

ま
ず
は
「
海
の
駅
」
の

指
定
管
理
者
と
し
て
手

を
挙
げ
た
思
い
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

今
市　
㈱
い
い
ね
竹
原
は
、
ま
ち
づ
く

り
会
社
と
い
う
こ
と
で
平
成
28
年
に
設

立
し
、
竹
原
を
活
性
化
す
る
た
め
に
我

々
に
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
役
員
５

人
で
議
論
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
竹
原
の
財
産
で
あ
る
こ

の
場
所
を
、
地
元
の
我
々
の
力
で
新
し

く
つ
く
っ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
応
募
し
ま
し
た
。

の
方
々
に
も
ぜ
ひ
協
力
し
て
く
だ
さ
い

と
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
今
は
ど
ん
ど
ん
協
力
者
が
現
れ
て
い

て
、
地
域
全
体
を
よ
く
し
て
い
こ
う
と

い
う
意
識
の
高
ま
り
を
感
じ
る
ん
で
す
。

せ
と
う
ち
ポ
ル
ト
や
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
市
内
外
よ
り
多
く
の
参
加

者
と
協
力
者
が
集
い
ま
し
た
。
ま
た
大

久
野
島
へ
の
定
期
航
路
が
始
ま
る
な
ど
、

こ
の
海
の
駅
を
起
点
に
幅
広
い
方
々
が

関
わ
り
、
交
流
の
拠
点
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

地
域
全
体
が
こ
こ
を

よ
く
し
た
い
と
い
う

意
識
の
高
ま
り
を
感

じ
る
、
そ
れ
が
一
番

う
れ
し
い
で
す

Q　
 

８
月
か
ら
の
半
年
間 

駅
長
と
し
て
ど
ん
な 

こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
か
。

山
田　
点
か
ら
線
、
線
か
ら
面
へ
と
、

こ
の
海
の
駅
を
中
心
と
し
た
瀬
戸
内
エ

リ
ア
の
活
性
化
を
考
え
て
、
大
崎
上
島

特
　集

　堀
越
議
員

　下
垣
内
議
員
が
聞
く

㈱いいね竹原
代表取締役

今市　恵誉さん

趣味：ゴルフ

　人
と
の
出
会
い
・
交
流
・

　
　
　
　
　
　賑
わ
い
の
拠
点

…
「
た
け
は
ら
ワ
ー
フ
」
を
目
指
し
て
…

㈱いいね竹原役員
たけはら海の駅 駅長

山田　智嗣さん

趣味：ゴルフとバスケット

Q

２
０
１
４
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
た
け
は
ら 

海
の
駅
」
は

昨
年
８
月
か
ら
新
し
い
管
理
者
の
も
と
再
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
！

今
回
は
、
指
定
管
理
者
と
な
っ
た
㈱
い
い
ね
竹
原
代
表
の

今
市
さ
ん
と
駅
長
の
山
田
さ
ん
に
、
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

▲海外からも観光客がたくさん来られてます

たけはら市議会だより2020（令和 2 年）2 月 第 99 号（ 2 ）



Q　

 

ス
タ
ッ
フ
の
雰
囲
気
は

ど
う
で
す
か
。

山
田　
海
の
駅
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
年
齢

層
も
若
く
、
女
性
の
多
い
明
る
く
元
気

な
職
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
関
東
方
面
か
ら
移
住
し
て
き
た
ス
タ

ッ
フ
も
、
地
域
の
生
産
者
の
方
々
か
ら
、

地
域
の
こ
と
や
商
品
の
こ
と
を
教
え
て

い
た
だ
い
て
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る
心

強
い
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
日
々
頑
張
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
駐
車
場
の 

整
備
に
取
り
組
ん
で 

欲
し
い

Q　
 

竹
原
市
の
政
策
へ
の
要

望
は
あ
り
ま
す
か
。

今
市　
ま
ず
急
が
れ
る
の
は
駐
車
場
の

整
備
で
す
。
常
に
停
め
て
あ
る
車
も
多

く
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
も
か
な
り
苦
労

し
ま
し
た
。
大
久
野
島
便
利
用
者
の
駐

車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
も
い
る
し
、
観
光

業
者
さ
ん
か
ら
は
大
型
バ
ス
の
待
機
所

が
な
い
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。
有
料

化
も
視
野
に
、
早
急
に
検
討
す
べ
き
だ

と
考
え
ま
す
。

山
田　
駐
車
場
を
含
め
て
一
体
的
に
整

備
し
た
ら
、
海
の
駅
の
活
動
範
囲
は
大

き
く
広
が
り
ま
す
。
建
物
だ
け
で
は
な

Q　
 

売
店
・
レ
ス
ト
ラ
ン
は

ど
ん
な
コ
ン
セ
プ
ト
で

す
か
。

山
田　
瀬
戸
内
・
海
・
塩
を
メ
イ
ン
と

し
た
テ
ー
マ
で
商
品
を
集
め
て
い
ま
す
。

地
元
の
方
が
作
っ
た
お
惣
菜
や
野
菜
は
、

と
て
も
好
評
な
ん
で
す
よ
。

今
市　
３
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
大
崎

上
島
の
フ
ァ
ー
ム
ス
ズ
キ
さ
ん
が
、
自

慢
の
牡
蠣
と
車
エ
ビ
を
中
心
と
し
た
海

鮮
料
理
を
提

供
し
て
い
ま

す
。
味
の
違

い
に
び
っ
く

り
す
る
の
で
、

ぜ
ひ
一
度
食

べ
に
来
て
く

だ
さ
い
！

く
、
デ
ッ
キ
や
桟
橋
・
駐
車
場
奥
の
緑

地
帯
、
な
に
よ
り
目
の
前
に
広
が
る
瀬

戸
内
海
が
人
を
呼
び
込
む
財
産
だ
と
思

い
ま
す
。

今
市　
も
う
１
点
は
、
ビ
ジ
タ
ー
桟
橋

で
す
。
事
務
手
続
き
が
煩
雑
な
上
に
利

用
範
囲
も
限
定
的
で
、
瀬
戸
内
海
の
真

ん
中
と
い
う
好
立
地
を
活
か
せ
て
い
な

い
と
感
じ
ま
す
。

　
竹
原
を
海
の
観
光
の
拠
点
と
し
て
育

て
る
の
で
あ
れ
ば
、
も
っ
と
も
っ
と
海

の
駅
の
あ
り
方
を
一
緒
に
考
え
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

人
と
の
出
会
い
・

交
流・賑
わ
い
の
拠
点 

 「
た
け
は
ら
ワ
ー
フ
」 

を
目
指
し
て

Q　

 

今
後
の
目
標
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。

今
市　
瀬
戸
内
海
の
魅
力
あ
る
拠
点
の

一
つ
に
な
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
ん

な
風
に
こ
の
海
の
駅
の
可
能
性
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
は
「
道
の
駅
」
の
指
定
管

理
者
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
連
携
し
て

ま
ち
全
体
を
活
性
化
さ
せ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
こ
の
海
も
町
並
み
も
そ
う
で
す
が
、

竹
原
の
人
に
こ
れ
だ
け
の
財
産
が
竹
原

▲盛況だった「せとうちポルト」

に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
、
も
っ
と
も
っ

と
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い

な
と
。
そ
れ
を
伝
え
て
い
く
の
が
い
い

ね
竹
原
と
し
て
の
一
つ
の
仕
事
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

山
田　
竹
原
を
中
心
と
す
る
こ
の
瀬
戸

内
エ
リ
ア
の
海
の
恵
み
、
景
観
、
食
は

誰
も
が
認
め
る
素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
。

　
こ
こ
「
た
け
は
ら
海
の
駅
」
が
瀬
戸

内
海
の
玄
関
口
に
な
る
よ
う
、
地
域
の

方
は
も
ち
ろ
ん
、
み
な
と
オ
ア
シ
ス
様

や
関
係
団
体
と
連
携
し
、
人
々
の
交
流

・
賑
わ
い
の
拠
点
と
な
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

▲瀬戸内の潮風にフレッシュな笑顔をのせて、ご来店お待ちしてます!!

鮮
料
理
を
提

す
。
味
の
違

い
に
び
っ
く

り
す
る
の
で
、

ぜ
ひ
一
度
食

べ
に
来
て
く
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●令和元年第4回定例会　議案概要・採決結果 令和元年12月１0日～令和元年12月20日 ○は賛成　×は反対

議案
番号 議　案　名　等 議　案　等　の　概　要

付
託
委
員
会

下
垣
内

今

　田

竹

　橋

山

　元

高

　重

堀

　越

川

　本

井

　上

大

　川

道

　法

宮

　原

吉

　田

宇

　野

松

　本

議決
結果

報告
第 9 号

損害賠償額の決定に
ついて

交通事故について損害賠償の額を定めるため
専決処分したので報告するもの

省略 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
原案
報告

議案
第 59 号

竹原市固定資産評価
審査委員会委員の選
任につき議会の同意を
求めることについて

竹原市固定資産評価審査委員会委員中 木村健
二 委員は、令和 2 年 3 月 6 日をもって任期満了
につき、その後任委員に同氏を選任するもの

省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議 

長 ○ ○ ○ ○ ○
原案
同意

議案
第 60 号

広島県市町総合事務
組合を組織する地方
公共団体の数の減少
及び広島県市町総合
事務組合規約の変更
について

広島県市町総合事務組合から甲世衛生組合が
脱退すること及びこれに伴う広島県市町総合
事務組合規約を変更することについて議会の
議決を求めるもの

総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議 

長 ○ ○ ○ ○ ○
原案
可決

議案
第 61 号

竹原市パートタイム会
計年度任用職員の報
酬、期末手当及び費用
弁償に関する条例案

地方公務員法第 22 条の 2 第 1 項第 1 号に規定
する会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費
用弁償を定めるもの

総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議 

長 ○ ○ ○ ○ ×
原案
可決

議案
第 62 号

竹原市フルタイム会計
年度任用職員の給与
に関する条例案

地方公務員法第 22 条の 2 第 1 項第 2 号に規定
する会計年度任用職員の給与を定めるもの

総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議 

長 ○ ○ ○ ○ ×
原案
可決

議案
第 63 号

竹原市附属機関設置
条例案

地方自治法第 138 条の 4 第 3 項に規定する附属
機関の設置等について定めるもの

総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議 

長 ○ ○ ○ ○ ×
原案
可決

議案
第 64 号

地方公務員法及び地方
自治法の一部を改正す
る法律の施行に伴う関
係条例の整備に関する
条例案

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正す
る法律が施行されることに伴い、会計年度任用
職員制度の導入に対応するため、必要な規定を
整備するもの

総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議 

長 ○ ○ ○ ○ ×
原案
可決

議案
第 65 号

竹原市職員の給与に
関する条例の一部を
改正する条例案

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正す
る法律が施行されること等に伴い、必要な規定
を整備するもの

総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議 

長 ○ ○ ○ ○ ○
原案
可決

議案
第 66 号

特別職の職員で非常
勤のものの報酬及び
費用弁償に関する条
例の一部を改正する
条例案

地方公務員法及び地方自治法の一部が改正さ
れ、特別職の非常勤職員の任命要件が厳格化さ
れたことに伴い、対象とする職を見直す等する
もの

総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議 

長 ○ ○ ○ ○ ○
原案
可決

議案
第 67 号

竹原市歴史民俗資料館
設置及び管理条例の一
部を改正する条例案

竹原市歴史民俗資料館の施設管理の財源を 
確保するため入館料を改定するもの

総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議 

長 ○ ○ ○ ○ ×
原案
可決

議案
第 68 号

竹原市駐車場設置及
び管理条例の一部を
改正する条例案

榎町市営駐車場を廃止するもの 民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議 

長 ○ ○ ○ ○ ○
原案
可決

議案
第 69 号

竹原市手数料条例の一
部を改正する条例案

住民基本台帳法の一部改正に伴い、住民票の除票 
及び戸籍の附票の除票について手数料を定める
もの

民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議 

長 ○ ○ ○ ○ ○
原案
可決

議案
第 70 号

竹原市伝統的建造物設
置及び管理条例の一部
を改正する条例案

竹原市伝統的建造物の管理方法を見直すとと
もに、文化財指定名称への統一化及び入館料・
施設使用料等の改定を行うもの

総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議 

長 ○ ○ ○ ○ ×
原案
可決

議案
第 71 号

竹原市家庭的保育事業等
の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部
を改正する条例案

児童福祉法の一部が改正されたことに伴い、条
例中における引用条項の整理を行うもの

民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議 

長 ○ ○ ○ ○ ○
原案
可決

議案
第 72 号

令和元年度竹原市一般
会計補正予算（第 3 号） 歳入歳出それぞれ 70,407 千円を増額補正するもの 総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 

長 ○ ○ ○ ○ ○
原案
可決

議案
第 73 号

令和元年度竹原市国
民健康保険特別会計
補正予算（第 2 号）

歳入歳出それぞれ 4,200 千円を増額補正するもの 民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議 

長 ○ ○ ○ ○ ○
原案
可決

議案
第 74 号

令和元年度竹原市介
護保険特別会計補正
予算（第 3 号）

歳入歳出それぞれ 5,984 千円を増額補正するもの 民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議 

長 ○ ○ ○ ○ ○
原案
可決

発議
第1-6号

竹原市議会議員政治
倫理条例の一部を改
正する条例案

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律
が施行されることに伴い、会計年度任用職員制度の
導入に対応するため、必要な規定を整備するもの

省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議 

長 ○ ○ ○ ○
退
席

原案
可決

閉会中継続審査（調査）
について（2 常任委員会）

竹原市議会会議規則第 111 条の規定により、常任委
員会委員長より申し出があったので送付するもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議 

長 ○ ○ ○ ○ ○
原案
可決

※「総務」は総務文教委員会　「民生」は民生産業委員会

たけはら市議会だより2020（令和 2 年）2 月 第 99 号（ 4 ）



議案第61号  竹原市パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例案
議案第62号  竹原市フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例案

議案第68号  竹原市駐車場設置及び管理条例の一部を改正する条例案

議案第70号  竹原市伝統的建造物設置及び管理条例の一部を改正する条例案

… 主 な 議 案 …

●内容／�地方公務員法及び地方自治法の一部が改正され、臨時・非常勤職員の任用要件の明確化・適正化が図
られたことに伴い、会計年度任用職員の報酬・給与等に関し必要な規定を整備するもの。

●総務文教委員会での主な質疑
　・質疑／現在の臨時・非常勤職員の職務の実情は把握しているか。
　・答弁／職員団体との協議を踏まえて条例提案をしており、今後も実態把握を行っていきたい。

●内容／榎町市営駐車場を廃止するもの。
●民生産業委員会での主な質疑
　・質疑／廃止後の管理、利活用はどうするのか。
　・答弁／�普段は閉鎖し、イベント開催時の臨時駐車場として活用する。

●内容／�竹原市伝統的建造物について、管理方法を見直すとともに、名称の統一化、�
入館料及び施設使用料区分の見直し等を行うもの。

　◆新しい入館料（19歳以上）
　・旧松阪家住宅…300円　・旧光本家住宅…300円
　・旧森川家住宅…400円
●総務文教委員会での主な質疑
　・質疑／入館料を引き上げることで入館者が減少して減収にならないか。
　・答弁／�複数の施設の周遊券の割引率で工夫をするとともに、�

各施設の付加価値を向上できるような取組を行っていきたい。
▲旧森川家住宅

�竹原市伝統的建造物について、管理方法を見直すとともに、名称の統一化、

／入館料を引き上げることで入館者が減少して減収にならないか。

議案第72号  令和元年度竹原市一般会計補正予算（第3号）
7,040万7千円 増額補正　　

■図書館管理運営検討業務委託料……………… 242万円
●内容／�図書館サービス及び図書館における資料管理等、本市の規模に見合った�

より適切な図書館の管理運営の在り方について検討を行う。
●総務文教委員会での主な質疑
　・質疑／委託の検討範囲は。
　・答弁／�指定管理制度も視野に入れて、今後の管理運営方針を策定する為、�

本市の図書館サービスの在り方について検討するものである。
■その他の主な事業
　・被災住宅応急修理事業………………… 223万2千円
　・県営急傾斜地崩壊対策事業……………1,195万2千円
　・市道忠海中学校線道路改良事業………… 4,000万円

�地方公務員法及び地方自治法の一部が改正され、臨時・非常勤職員の任用要件の明確化・適正化が図

▲▲旧森川家住宅旧森川家住宅旧森川家住宅旧森川家住宅旧森川家住宅旧森川家住宅旧森川家住宅
●賛成討論
今回の条例改正は、市の直営管理を基本とし、指定管
理者による管理ができることとする規定に改め、老朽
化が進行する伝統的建造物について、次世代へ保存継
承していく修理費や施設充実等の財源を確保するため、
入館料等を見直す必要な改正だと考え賛成致します。

下垣内　和春　

●反対討論
旧松阪家住宅等3施設の入館料の大幅な値上げは、市
民等に負担増を求めない行財政改革を行えば値上げを
する必要はありません。文化施設等は収益を大原則と
する民間会社等にゆだねてはなりません。市が直接責
任をもった公共施設の管理運営に戻すべきです。

松本　進　

討　
論

たけはら市議会だより第 99 号（ 5 ） 2020（令和 2 年）2 月



質
問  

ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、

竹
原
市
で
も
宿
泊
型
の
竹
細
工

体
験
コ
ー
ス
な
ど
、
特
徴
あ
る

返
礼
品
を
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
弁 

市
長 

本
市
の
素
材
を
掘

り
起
こ
す
と
と
も
に
、
宿
泊
や

体
験
に
関
す
る
返
礼
品
に
つ
い

て
速
や
か
に
準
備
を
進
め
、
よ

り
多
く
の
方
に
ご
寄
附
い
た
だ

け
る
よ
う
、
関
係
事
業
者
と
連

携
し
必
要
な
取
組
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

質
問  

寄
附
金
の
活
用
方
針
は
。

答
弁 

市
長 

本
市
を
応
援
す
る

寄
附
者
の
思
い
を
市
政
に
最
大

限
反
映
さ
せ
、
元
気
な
竹
原
市

を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
も
有

効
に
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

職
員
の
兼
業
許
可
制
度

に
つ
い
て
許
可
基
準
を
明
確
化

し
、
職
員
が
社
会
貢
献
活
動
に

励
む
環
境
を
整
備
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
。

答
弁 

市
長 

本
市
に
お
き
ま
し

て
も
、
今
ま
で
以
上
に
職
員
自

ら
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
で
あ

る
自
覚
を
持
ち
、
自
発
的
に
考

え
行
動
で
き
る
人
材
と
な
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
こ
の
制
度
の
導

入
は
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
地

域
の
課
題
を
考
え
、
行
動
し
、

解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
能
力

を
備
え
た
職
員
を
育
成
し
て
い

く
た
め
に
有
効
な
手
段
の
ひ
と

つ
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
先

進
事
例
を
含
め
、
今
後
研
究
し

て
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

急
速
に
少
子
化
が
進
ん

で
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
教
育

環
境
を
守
り
、
改
善
す
る
た
め

に
は
、
早
急
に
小
中
学
校
の
適

正
配
置
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
。

答
弁 

教
育
長 

学
校
の
適
正
配

置
は
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て

再
度
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
今
後
、
有
識
者

に
加
え
て
、
保
護
者
や
地
元
の

方
々
に
も
ご
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

質
問  

①
竹
原
市
汚
水
適
正
処

理
構
想(

平
成
30
年
度
策
定)

の

公
共
下
水
道
汚
水
処
理
事
業
で

は
完
成
を
10
年
後
と
し
て
い
る

が
、
財
政
健
全
化
と
の
関
連
は
。

②
公
共
下
水
道
区
域
外
は
、
小

型
合
併
浄
化
槽
の
整
備
区
域
だ

が
、
10
年
程
度
の
目
標
・
計
画

に
す
べ
き
で
は
。

答
弁 

市
長 

①
財
政
健
全
化
計

画
で
は
投
資
的
経
費
の
見
直
し

も
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ

の
事
業
に
よ
る
財
政
へ
の
影
響

は
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
も
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

②
広
島
中
央
環
境
衛
生
組
合
と

そ
の
構
成
市
町

に
よ
る
地
域
計

画
は
令
和
２
年

度
ま
で
の
７
年

間
で
５
１
８
基

の
整
備
を
目
標

と
し
、
次
期
計

画
で
も
引
き
続

き
進
め
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま

す
。

質
問  

①
平
成
28
年
度
比
で
各

小
中
学
校
教
員
の
勤
務
・
残
業

時
間
は
ど
う
な
っ
た
か
。

②
教
職
員
定
数
を
算
定
す
る
義

務
標
準
法(

昭
和
33
年
制
定)

に

基
づ
く
教
職
員
定
数
と
「
学
校

に
お
け
る
働
き
方
改
革
取
組
方

針
」
実
施
後
の
正
規
教
員
数
は
。

③
病
気
休
暇
等
に
伴
う
代
替
教

員
が
未
配
置
と
な
っ
て
い
た
が
、

そ
の
原
因
と
対
策
は
。

④
運
動・
文
化
部
活
動
は「
学
校

の
業
務
だ
が
必
ず
し
も
教
師
が

担
う
必
要
の
な
い
業
務(

事
務
次

官
通
知)

」で
あ
る
が
、人
材
確

保
や
残
業
時
間
削
減
の
効
果
は
。

答
弁 

教
育
長 

①
市
内
学
校
教

職
員
の
１
日
あ
た
り
の
平
均
時

間
外
勤
務
時
間

②
法
律
に
お
け
る
基
準
を
基
に
、

県
教
委
に
お
い
て
定
数
の
配
当

基
準
が
定
め
ら
れ
、
学
級
数
を

基
本
と
し
て
教
職
員
定
数
が
各

学
校
に
配
当
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

③
代
替
者
を
確
保
す
る
こ
と
が

困
難
な
ケ
ー
ス
も
多
く
、
加
配

教
員
等
を
臨
時
的
に
学
級
担
任

に
充
て
る
な
ど
、
教
育
活
動
に

影
響
が
及
ば
な
い
よ
う
工
夫
し

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
文
科

省
に
は
教
職
員
定
数
の
改
善
等

を
要
望
し
ま
す
。

④
部
活
動
指
導
員
は
現
在
３
名

採
用
し
、
年
間
予
算
額
は
１
４

０
万
円
程
度
が
必
要
と
な
り
、

部
活
動
顧
問
で
あ
る
教
職
員
の

勤
務
時
間
の
削
減
効
果
は
１
週

間
あ
た
り
合
計
26
時
間
（
10
月

調
査
）
で
す
。

今
い ま だ

田　佳
よ し お

男
●ふるさと納税について
●社会貢献活動に関する兼業について
●小中学校の適正配置について

動 画

松
まつもと

本　　進
すすむ ●市民の生活排水処理計画について

● 教員の長時間時間外勤務の是正は 
まったなし！

動 画

●今年度の小学校の児童数（学校要覧）
6　年　生 183人
5　年　生 178人
4　年　生 184人
3　年　生 154人
2　年　生 150人
1　年　生 152人
合　　　計 1,001人
1 年 間 の 出 生 数

H29.4.1〜H30.3.31 104人

●公共下水道汚水処理事業（見込み）
総事業費……… 約 30 億円

国庫補助…約 10.6 億円
起　　債…約 18.1 億円
一般財源… 約 1.3 億円

Ｈ
３０
年
度

Ｈ
28
年
度

１
時
間
５９
分

２
時
間
２８
分

たけはら市議会だより2020（令和 2 年）2 月 第 99 号（ 6 ）一 般 質 問



質
問  

市
は
平
成
31
年
２
月
に

小
学
生
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
て
、
「
子
育
て
に

不
安
や
負
担
を
感
じ
る
家
庭
」

が
約
60
％
を
占
め
る
と
回
答
し

て
い
る
。

　
一
方
、
広
島
市
の
小
学
生
を

も
つ
保
護
者
を
対
象
に
し
た
調

査
で
は
「
子
育
て
に
楽
し
い
と

感
じ
る
方
が
多
い
」
が
約
55
％
。

市
の
調
査
と
は
結
果
に
相
違
点

が
大
き
い
と
思
う
が
、
理
由
は

何
か
。

答
弁 

市
長 

竹
原
市
に
お
い
て

は
、
現
在
作
業
中
の
第
２
期
子

ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画
策

定
に
当
た
っ
て
、
小
学
生
ま
で

の
子
ど
も
の
い
る
家
庭
を
対
象

に
、
子
育
て
に
係
る
負
担
・
不

安
に
つ
い
て
質
問
し
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
広
島
市
の
質
問
は
「

子
育
て
に
つ
い
て
の
楽
し
さ
や

つ
ら
さ
に
つ
い
て
」
問
う
も
の

で
あ
り
、
両
市
の
質
問
内
容
の

違
い
か
ら
、
回
答
結
果
に
お
い

て
も
違
い
が
生
じ
て
い
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問  

ふ
れ
あ
い
館
本
部
の
運

営
予
算
は
、
寄
付
金
、
会
費
と

さ
れ
て
い
る
が
、
公
金
と
寄
付

金
等
を
分
離
し
た
決
算
が
法
令

上
可
能
か
。

答
弁 

市
長 

毎
年
度
市
か
ら
の

委
託
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業

ご
と
に
実
際
の
収
支
に
基
づ
き

決
算
が
適
切
に
行
わ
れ
て
お
り
、

ま
た
、
ふ
れ
あ
い
館
全
体
の
決

算
に
つ
い
て
は
、
実
際
の
収
支

に
基
づ
き
、
適
切
に
な
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
旨
監
査
報
告
が
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

質
問  

自
殺
対
策
の
相
談
窓
口

を
再
検
討
す
べ
き
で
は
。

答
弁 

市
長 

こ
の
窓
口
は
市
民

に
認
知
さ
れ
、
継
続
的
に
か
つ

有
効
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

質
問  

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
何
を
優
先
的
に
取
り

組
ま
れ
る
の
か
。

答
弁 

市
長 

思
い
切
っ
た
事
務

事
業
の
見
直
し
が
必
要
に
な
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
財
政
健
全
化
計
画
な
ど
に
掲

げ
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、

前
例
や
既
存
の
手
法
に
と
ら
わ

れ
ず
、
経
常
的
支
出
の
適
正
化

に
取
り
組
み
、
行
財
政
経
営
の

強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

死
後
の
行
政
手
続
き
一

元
化

　
高
齢
化
が
進
む
中
、
煩
雑
と

思
え
る
申
請
手
続
き
を
緩
和
し
、

担
当
職
員
が
入
れ
替
わ
り
そ
の

席
に
き
て
対
応
す
る
窓
口
一
元

化
は
、
経
費
も
掛
か
ら
ず
処
理

に
費
や
す
時
間
も
削
減
で
き
る

と
考
え
る
。
利
用
者
の
視
点
に

立
っ
た
専
用
窓
口
設
置
の
考
え

は
。

答
弁 

市
長 

市
民
課
の
窓
口
に

各
係
と
連
携
し
、
利
便
性
の
向

上
に
努
め
、
今
後
も
市
民
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

質
問  

断
ら
な
い
相
談
支
援

介
護
や
病
気
、
貧
困
、
引
き
こ

も
り
な
ど
複
数
の
悩
み
を
抱
え

る
人
が
支
援
を
受
け
や
す
い
体

制
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
展
開

さ
れ
ま
す
か
。

答
弁 

市
長 

複
雑
化
・
多
様
化

す
る
様
々
な
相
談
に
対
し
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
関
係
機
関
と

連
携
し
、
相
談
者
に
寄
り
添
っ

た
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
断

ら
な
い
支
援
体
制
の
構
築
に
つ

い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
自

治
体
行
政
と
し
て
の
認
識
と
構

想
は
。

答
弁 

市
長 

職
員
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

へ
の
理
解
促
進
、
施
策
立
案
に

つ
な
が
る
よ
う
、
研
修
会
の
開

催
に
取
り
組
み
ま
す
。

質
問  

竹
原
市
で
Ｅ
Ｓ
Ｄ
は
す

で
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
か
。

答
弁 

教
育
長 

様
々
な
分
野
を

Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
視
点
か
ら
捉
え
直
し
、

関
連
付
け
な
が
ら
の
学
習
を
し

ま
す
。

質
問  

２
０
２
０
年
度
か
ら
改

訂
さ
れ
る
学
習
指
導
要
領
と
の

関
連
性
は
。

答
弁 

教
育
長 

新
た
な
学
習
指

導
要
領
に
示
さ
れ
た
「
主
体
的

・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実

現
と
い
う
方
向
性
に
も
合
致
し

て
い
ま
す
。

宇
う の

野　武
たけのり

則 ● ＮＰＯ法人ふれあい館ひろしまについて
● 行財政改革について 動 画

道
どうほう

法　知
と も え

江
● 今後あるべき総合窓口
● SDGs持続可能な開発目標について 動 画

▲出雲市役所の例
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質
問  

耐
震
性
が
不
十
分
な
現

庁
舎
移
転
に
つ
い
て
具
体
的
案

等
の
説
明
も
な
く
、
維
持
補
修

等
で
、
い
た
ず
ら
に
経
費
を
浪

費
し
て
い
る
状
況
。
今
後
ど
の

様
に
し
て
い
く
の
か
。

答
弁 

市
長 

市
庁
舎
を
は
じ
め

と
す
る
公
共
施
設
ゾ
ー
ン
整
備

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
厳
し

い
財
政
状
況
が
見
込
ま
れ
る
中

で
、
財
源
確
保
を
図
り
な
が
ら
、

事
業
の
着
手
時
期
や
事
業
内
容

の
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

公
共
上
下
水
道
料
金
の

改
定
、
ゴ
ミ
の
有
料
化
、
し
尿

処
理
に
は
、
今
後
ど
の
様
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答
弁 

市
長 

水
道
料
金
に
つ
い

て
は
、
水
需
要
の
動
向
や
収
支

状
況
の
把
握
に
努
め
、
更
な
る

経
営
の
健
全
化
及
び
効
率
化
に

取
り
組
み
な
が
ら
、
料
金
の
改

定
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。
下
水
道
使
用
料
の
改
定

や
そ
の
時
期
な
ど
に
つ
い
て
も
、

総
合
的
に
判
断
し
、
適
切
に
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
中
央
環
境
衛
生
組
合
が
令
和

３
年
の
供
用
開
始
に
向
け
て
、

新
し
い
ご
み
処
理
施
設
の
建
設

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
合

わ
せ
て
、
ご
み
処
理
の
有
料
化

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
し
尿
処
理
に
つ
い
て
は
、
現

在
課
題
抽
出
を
行
っ
て
お
り
、

関
係
事
業
者
等
と
も
調
整
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

公
共
交
通
（
デ
マ
ン
ド
）

の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁 

市
長 

現
在
、
地
域
公
共

交
通
網
形
成
計
画
の
策
定
を
進

め
て
お
り
、
今
後
、
こ
の
計
画

に
基
づ
き
、
情
報
発
信
、
快
適

な
待
合
環
境
づ
く
り
や
地
域
を

巡
回
す
る
交
通
手
段
の
確
保
な

ど
を
検
討
、
実
施
し
な
が
ら
、

持
続
可
能
な
交
通
体
系
の
構
築

に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ

・
い
じ
め
は
、
絶
対
に
許
さ
な

い
と
い
う
強
い
決
意
を
持
っ
て
、

誠
実
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
竹
原
市
と
し
て
、
そ
れ
ら
の

防
止
と
対
策
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁 

市
長 

パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
は
職
場
に

お
い
て
取
り
組
む
べ
き
重
要
課

題
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
職

員
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る

理
解
を
深
め
、
組
織
全
体
で
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
発
生
し
な
い
組

織
風
土
の
醸
成
、
体
制
づ
く
り

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

質
問  

災
害
か
ら
の
復
旧
工
事

は
３
ケ
年
で
完
了
す
る
の
か
。

答
弁 

市
長 

令
和
２
年
度
内
の

復
旧
を
目
指
し
て
い
る
が
、
施

工
業
者
の
数
や
体
制
に
も
限
り

が
あ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
主
任
技
術
者
等
の
兼
務
制
限

の
緩
和
な
ど
入
札
の
不
調
、
不

落
の
防

止
を
図

り
な
が

ら
、
１

日
も
早

い
復
旧

に
努
め

ま
す
。

質
問  

市
庁
舎
を
は
じ
め
と
す

る
公
共
施
設
の
耐
震
化
が
で
き

て
い
る
の
か
。

答
弁 

市
長 

市
庁
舎
と
市
民
館

に
つ
い
て
は
、
耐
震
性
が
十
分

確
保
で
き
て
い
る
状
況
に
な
い
。

こ
れ
ら
の
施
設
へ
の
対
応
は
、

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
組
を

着
実
に
実
施
し
、
財
源
確
保
を

図
り
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
早

期
に
、
公
共
施
設
ゾ
ー
ン
整
備

事
業
の
今
後
の
見
通
し
に
つ
い

て
お
示
し
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

質
問  

生
活
交
通
は
ま
ち
づ
く

り
の
手
段
と
し
て
、
必
ず
必
要

と
考
え
る
が
、
今
後
の
対
策
に

つ
い
て
。

答
弁 

市
長 

地
域
交
通
網
形
成

計
画
に
基
づ
き
、
持
続
可
能
な

交
通
体
系
の
構
築
に
つ
な
げ
て

ま
い
り
ま
す
。

質
問  

財
政
健
全
化
で
の
人
件

費
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
今
後

の
具
体
的
な
取
組
は
。

答
弁 

市
長 

人
件
費
の
見
直
し

は
避
け
て
は
通
れ
な
い
も
の
で

あ
り
、
目
に
見
え
る
形
で
市
民

に
示
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
り
ま
す
。

　
早
期
の
財
政
健
全
化
を
達
成

す
る
た
め
、
給
与
制
度
の
適
正

化
な
ど
人
件
費
の
見
直
し
に
取

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

財
政
健
全
化
を
進
め
て

い
く
上
で
、
業
務
の
効
率
化
を

あ
げ
な
が
ら
組
織
の
ス
リ
ム
化

を
図
り
、
職
員
数
の
見
直
し
や

事
務
事
業
の
民
間
委
託
を
し
て

い
く
こ
と
が
有
効
な
手
立
て
と

考
え
る
が
、
今
後
の
取
組
は
。

答
弁 

市
長 

職
員
の
適
正
化
に

つ
い
て
は
、
行
財
政
経
営
強
化

方
針
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
お

い
て
定
員
管
理
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
抜
本
的
な
業
務
の
見

直
し
や
廃
止
・
民
営
化
な
ど
を
、

前
例
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く

推
進
す
る
こ
と
が
、
本
市
に
特

に
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

下
しもがきうち

垣内 和
かずはる

春
● 平成30年7月豪雨災害からの早期復旧・復興と防災について
●生活交通について
●財政健全化について

動 画

吉
よ し だ

田　　基
もとい

●市庁舎の老築朽化と移転問題
●上下水道、し尿処理及びごみ問題について
●公共交通について
●パワハラ・セクハラ・いじめ問題について

動 画
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　�財政健全化計画の取組状況等について、今年度の取組状況や今後の取組に
ついて報告があり、多くの議員が質疑をしました。

■今後の取組みの主な質疑
●事務事業の見直し
・吉名・荘野出張所の廃止
　Q 廃止にしたらサービス低下になるのでは。 

期日前投票所となっている所はどうするのか。
　A 利用者の減により集約を考えている。投票所

については民営施設や公共交通など総合的に
考える。

・美術館の休止
　Q展示物の保管はどうするのか。
　A 今井政之先生の作品・池田コレクションは収

蔵機能があるところに一時保管し、それ以外
は民間の展示施設や松阪邸で展示するよう考
えている。

・東野保育所の廃止
　Q 昨年の災害で修繕したのになぜ廃園対象にす

るのか。
　A 修繕したのは子供が通園しているからで、通

園人数によっては廃園対象として協議する。
・ご長寿賑わい事業補助金の廃止
　Q なぜ補助金（敬老会補助金）を廃止にするのか。
　A 竹原町など敬老会を行っていないところとの公

平性を考え、今後は介護関係の事業に変更する。
●人件費の見直し
　Q人件費の見直しはどうするのか。
　A 職員の給料の適正化や定員管理の最適化を図

り、市民に理解を得られるよう取り組みたい。

　Q市民に理解が得られるような給与制度とは。
　A 代表的なものはラスパイレス指数の数値が高い

ということだが、今年度は100を切る見込みで
ある。将来を見据えたうえで、本市の団体規模
に応じた給与制度にするということである。

●歳入確保
　Q歳入確保の取組みの目標額、新たな取組は。
　A 目標額は2020年度2800万円で、ふるさと納

税の増加や*ネーミングライツについて取り
組み、目標達成できるよう頑張っていきたい。

１０月３０日　 民生産業委員会行政視察（～１日） 
山口県周南市、福岡県豊前市、佐賀県鹿島市

１１月　６日　総務文教委員会行政視察（～８日）
　　　　　　　 大阪府堺市、泉佐野市、奈良県明日香村、斑鳩町
１１月１８日　議会運営委員会
　　　　　　　広島県市町総合事務組合議会定例会
１１月２０日　民生産業委員会
１１月２２日　総務文教委員会
１２月　４日　議会運営委員会
１２月１０日　第４回定例会（～２０日）
１２月１２日　総務文教委員会
１２月１３日　民生産業委員会・全員協議会
１２月１４日　広島中央環境衛生組合全員協議会
１２月１６日　本会議　一般質問（～１７日）
１２月１９日　総務文教委員会
１２月２０日　議会運営委員会（会期中）
１２月２６日　広島中央環境衛生組合議会定例会
　１月２４日　議会運営委員会

議 会 の う ご き

※この間、広報広聴委員会は7回開催しました。

　 　 　 　 　 　  全 員 協 議 会 報 告 　　　　12月13日

●他県からの視察研修を受け入れました
１１月　７日　埼玉県深谷市議会
１１月１９日　岐阜県羽島市議会
１１月２１日　和歌山県美浜町議会
　１月１４日　岩手県盛岡市議会
　１月１５日　三重県松阪市議会
　１月１６日　愛知県海部郡大治町議会
　１月２２日　静岡県伊東市議会

かぐやパンダの豆知識
*ネーミングライツとは
公共施設やイベントに愛称を付与
する権利。

《現在募集中のネーミングライツパートナー》
●対　　象　総合公園バンブージョイハイランド
●募集期間　R2年1月20日〜R2年2月13日
●期　　間　R2年4月1日から５年間
●金　　額　年額50万円以上
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 常 任 委 員 会 所 管 事 務 調 査
《総務文教委員会》　委員長　今田　佳男

　■行政視察

　■ 竹原市防災ハザードマップの作製・配布について（12月12日）

　 質疑 　 昨年被害のあった東野地
域交流センターが避難所
となっているが。

　 答弁　�災害の種別によっては対
応できないこともあるの
で、状況に応じて避難所
が開設できるかどうかを
判断して対応していきた
い。

　 質疑 　 市民への説明が必要では
ないか。

　 答弁　�出前講座や今年度からの
自主防災のリーダー研修
等もしています。消防団
などの防災の関係機関も
含めて周知に努めていき
たい。

　 質疑 　 早めの避難を促すために、カメラを利用した情報発信ができないか。
　 答弁　�視覚、映像で被害状況がわかるということは、有効な手段と考えています。タネットと連携を

とりながら検討していきたい。

　■竹原小学校でのプログラミング教室を視察（12月19日）

　掛町商店街振興組合と一般社団法人RoFReCの協力より実施され
た、ロボットを使ったプログラミング教室を視察しました。普段の
授業でもタブレット端末を使用している児童たちは、パソコンへの
入力に苦労することもなく、ロボットを指示通りに動かしていまし
た。今後も教育の現場を知る機会を設けていきたいと思います。

・遊休財産の処分………………………普通財産や処分可能な遊休土地及び里道・水路を売却
・使用料等の徴収事務の見直し………一体徴収に向けた取組を行った
・ふるさと応援寄附金制度の取組拡充　・人件費の抑制…特別職の報酬、職員給与、議員報酬のカット
・公共施設の統廃合等の推進　　　 ・指定管理者制度、業務委託化の推進

　掛町商店街振興組合と一般社団法人RoFReCの協力より実施され
た、ロボットを使ったプログラミング教室を視察しました。普段の
授業でもタブレット端末を使用している児童たちは、パソコンへの

▲夢中になる子どもたち

　　　　11月6日　堺　　市　廃校跡地の利活用
　　　　11月7日　泉佐野市　財政健全化計画の推進及びその後の取組
　　　　　　　　　明日香村　企業版ふるさと納税の取組
　　　　11月8日　斑  鳩  町　企業版ふるさと納税の取組

日　
程

　泉佐野市は平成20年度決算で財政健全化団体となり、平成22年に平成39年度までの財政健
全化計画を策定しました。実施プランを確実に実行した結果、平成25年度決算で計画を14年
前倒しで達成し財政健全化団体から脱却しました。竹原市においても財政健全化計画が策定さ
れています。今後も調査研究を続け、提言をしていきたいと思っています。

●財政健全化の取組について
《大阪府泉佐野市》
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 常 任 委 員 会 所 管 事 務 調 査
《民生産業委員会》　委員長　竹橋　和彦

　■行政視察

　■竹原港北崎地区駐車場について　(11月20日)

・趣　旨　�長期にわたる放置車両があり、港湾管理上支障
が生じていることから、竹原港の駐車場（133
台分）の状況調査について報告を受けました。

・結　果　1週間以上放置…10台　　1か月以上放置…5台
・今後の方針　①放置車両対策　②駐車場の有料化の検討
　�　委員からは、放置車両対策には駐車場の有料化が有効
な手段であり、市が財政健全化への取組を推進する中、
公有財産を有効に活用するためにも早期に有料化に向け
た整備を進めるよう意見が出ました。当委員会としては、
引き続き報告を求め提言していきたいと考えています。

「地域福祉を行う道の駅」として
・買い物弱者対策として移動販売を実施
・�高齢や遠方の農家の生産物を、提携業者が�
自宅近くから道の駅へ運搬する仕組みを導入

物品販売での工夫
・�コンビニへの委託により、24時間いつで
も地元商品が購入できる運営を実施

費用負担を軽減する取組
・解体費の1/3、最大30万円を補助
・最長10年間、解体後の固定資産税を減免
空き家の活用にも注力
・�空き家所有者へのアンケートや専任の職
員を採用するなど空き家バンクへの登録
を促進

　　　　10月30日　周南市　道の駅ソレーネ周南の運営について
　　　　10月31日　豊前市　老朽危険家屋等の対策について
　　　　11月��1日　鹿島市　産業活性化施設「海道しるべ」について

日　
程

●産業活性化施設「海
み ち

道しるべ」について≪佐賀県鹿島市≫

　本市にも産業活性化を目的とした同様の施設として郷土産業振興館を整備していますが、6次産業化
に向けた商品開発の取組など農水産業の振興を図っていく上で大変参考になりました。

●道の駅ソレーネ周南の運営について
≪山口県周南市≫

　本市の道の駅は、指定管理者が変更になる
など転換期にあることから、今後も収益改善
を図る上で好事例を調査研究していきます。

●老朽危険家屋等の対策について
≪福岡県豊前市≫

　本市も空き家の増加・老朽化の問題を「空
き屋等対策計画」に基づき、適切な対応をし
ていくよう求めていきます。

（仮称）
竹原港第1市営駐車場

市民に開放された産業活性化の拠点施設
・各種調理設備が揃った加工研究室
・生産者や小売業者が自由に独自の商品開発に利用
観光資源としての活用
・婚活イベントや料理教室を実施
・�有明海を一望できる好立地であり、来場者は年間２万人
を超えている。
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◀ 新鮮な海の幸

くわしくは会議録で…
　掲載されている一般質問や答弁は、要約したものです。
本会議の内容をくわしく知りたい方は会議録でわかります。
　市の議会事務局と竹原書院図書館に備えてありますので、
ご利用下さい。また、市のホームページにも掲載しています。

くわしくは会議録で…
お 知 ら せ

検索
竹原市議会

特
　集

自
然
災
害
と
地
球
温
暖

化
を
考
え
る

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
森
林
大
火

災
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
の

水
没
危
機
。
日
本
で
も
、
昨
年
の

台
風
や
一
昨
年
の
西
日
本
豪
雨
な

ど
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
と
み
ら

れ
る
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

　
竹
原
市
で
も
、
平
成
30
年
７
月

豪
雨
は
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま

し
た
。

　
い
ま
、
懸
命
な
災
害
復
旧
工
事

が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
が

け
崩
れ
の
復
旧
工
事
な
ど
公
費
の

補
助
対
象
外
で
対
応
が
遅
れ
、
不

安
に
感
じ
て
い
る
市
民
の
声
も
あ

り
ま
す
。

　
い
ま
こ
そ
、
災
害
に
強
い
国
土

形
成
が
必
要
で
す
。
同
様
に
異
常

気
象
の
根
源
を
取
り
除
く
政
治
が

急
が
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

松
本　
進

［
広
報
広
聴
委
員
］◎
委
員
長 

○
副
委
員
長

　◎
井
上
美
津
子

　○
今
田

　佳
男

　
　下
垣
内
和
春

　
　堀
越

　賢
二

　
　道
法

　知
江

　
　松
本

　
　進

編
集
後
記

　
ま
ち
づ
く
り
会
社
「
株
式
会
社
い

い
ね
竹
原
」
の
方
か
ら
伝
わ
っ
て
く

る
郷
土
愛
の
熱
量
は
非
常
に
高
い
も

の
で
し
た
。

「
た
け
は
ら
海
の
駅
」
の
指
定
管
理

者
と
し
て
、
愛
す
る
ふ
る
さ
と
竹
原

の
持
つ
潜
在
能
力
と
魅
力
を
引
き
出

し
、
そ
れ
を
形
に
す
る
た
め
、
精
力

的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
、
大
久
野

島
へ
の
定
期
航
路
就
航
も
追
い
風
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
の
魅
力
を
点
か
ら
線
、

線
か
ら
面
へ
広
げ
て
行
く
た
め
、
４

月
か
ら
「
道
の
駅
た
け
は
ら
」
の
管

理
・
運
営
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
取
材
を
通
し
て
、
経
験
豊

か
な
民
間
事
業
者
と
し
て
の
幅
広
い

視
野
を
生
か
し
、
市
の
活
性
化
の
起

爆
剤
と
し
て
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
最
大

限
発
揮
し
て
頂
け
る
も
の
と
確
信
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
周
辺
整
備
の
課
題
も
沢
山

頂
い
た
の
で
、
し
っ
か
り
と
形
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

堀
越　
賢
二

◀新鮮な海の幸新鮮な海の幸

特
　集

▲ 新しく就航「うさぎの想い出」号

人
と
の
出
会
い
・
交
流
・

　
　
　
　賑
わ
い
の
拠
点

　
　
　…「
た
け
は
ら
ワ
ー
フ
」を
目
指
し
て
…

たけはら市議会だより2020（令和 2 年）2 月 第 99 号（ 12 ）




